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様式第１号（第３条関係） 



【協議会審議等内容】午後２時００分開会 

 

 

（近藤福祉管理課長） 

定刻となりましたので、ただいまから令

和４年度第３回足立区地域保健福祉推進会

議を開催いたします。 

 本日は、ご多忙のところ、ご出席くださ

いまして誠にありがとうございます。日頃

から当区の地域保健福祉の推進にご協力い

ただきまして厚く御礼申し上げます。私

は、本日の司会を務めます福祉管理課長の

近藤でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 引き続き、新型コロナウイルス感染症予

防対策といたしまして、検温、マスク着用

にご協力いただきありがとうございます。 

 会議に先立ちまして、一つお話させてい

ただきます。 

 携帯電話は電源をお切りいただくか、マ

ナーモードにしていただければと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、お手元の資料の確認を行いま

す。 

 事前に配付している部分と本日席上にお

配りしている部分がございます。一つ一つ

確認をさせていただければと思います。 

 事前に配付している部分は、会議の次

第、報告事項１・２・５・６、情報連絡１

から１８、別添資料・報告事項２－１と６

－１、別添資料・情報連絡事項２－１とな

っております。 

 本日席上に配付しておりますのは、差し

替えになりました会議次第、別添資料・報

告事項１－１、別添資料・報告事項２－

２、報告事項３、報告事項４、別添資料・

報告事項５－１、別添資料・情報連絡事項

１０－１、以上でございます。不足はない

でしょうか。不足がある場合は、お手を挙

げていただければと思います。 

 それでは、協議会を進めます。 

 本協議会は、足立区地域保健福祉推進協

議会条例第６条第２項に基づき、委員の過

半数の出席により協議会が成立いたしま

す。本日は全委員５０名中３７名のご出席

を頂いておりますので、協議会が成立して

いることをご報告いたします。 

 それでは、これ以降、菱沼会長に議事の

進行をお願いいたします。よろしくお願い

いたします。 

（菱沼会長） 

よろしくお願いします。 

 まず、会議に先立ちまして、久々に対面

開催となりまして、この間、多くの方に感

染症対策を含めてご尽力いただいていたこ

とと思います。心からお礼申し上げます。

また、今日の午前中に野球（ワールドベー

スボールクラシック）がありましたけれど

も、皆さん、ご覧になった方もいらっしゃ

るかと思うのですよね。とても気持ちが入

って応援したと思うんですけれども、やっ

ぱりあれを見ていて、例えば、足立区のい

ろんな方々は様々なスポーツを楽しむこと

ができているだろうかということもちょっ

と思いながら見ていたんですね。２０２５

年には東京でデフリンピック、ろうあ者の

方の大会があるので、そういったこともい

ろんな方々がスポーツを楽しむということ

を考える大事な機会になるのかなと思って

います。そういったこともちょっと考えな

がら、思いながら、今日また進めていきた

いなと思っているのでよろしくお願いしま

す。 

 それでは、ただいまから令和４年度第３

回足立区地域保健福祉推進協議会を始めま

す。 

様式第２号（第３条関係） 



 本日の議題は、次第のとおりとなってい

ます。 

 なお、進め方ですけれども、報告事項を

先にご説明いただいた後に、皆さんからご

意見いただきたいと思っています。その

後、情報連絡事項については、時間の都合

上、説明を省略いたします。こちらについ

て何かご意見ご質問がございましたらば、

お願いします。 

 また、本協議会の委員名や会議録などは

区民の皆様に公開することになります。記

録の関係上、ご発言の前に団体名とお名前

をおっしゃっていただけるようにご協力を

お願いいたします。 

 それでは、早速、１件目から行きたいと

思います。 

 報告事項１、足立区学童保育室整備計画

の見直しについて、江川住区推進課長から

説明をお願いします。 

（江川住区推進課長） 

それでは、私のほうからご説明させてい

ただきます。 

 報告事項に関連しまして、関連する内容

が情報連絡事項の１番もございますので、

併せてご説明させていただきます。 

 まず、資料の８ページをご覧ください。 

 情報連絡事項１、令和５年度学童保育室

の入室申請受付状況についてでございま

す。令和４年１１月７日から１２月１日ま

で行っておりました一斉受付の状況のご報

告でございます。表の令和５年度というと

ころを横に見ていただきたいというふうに

思いますが、学童保育室数につきまして

は、１室増え１２４室、飛んでいただきま

して、受入れ可能数が５，４６０名、一方

で、申請者数が５，５４４名というふうに

なっておりまして、結果としまして、８４

名の超過となってございます。 

 次の９ページにつきましては、地域別の

受付件数を記載させていただいております

ので、ご確認をお願いいたします。 

 そうしましたら、１ページにお戻りくだ

さい。 

 報告事項の１、足立区学童保育室整備計

画の見直しについてでございます。先ほど

の令和５年度の申請状況などを踏まえまし

て、整備計画の見直しを行ったという内容

でございます。 

 主な変更点につきましては２点ございま

して、１点目が整理地区の見直しでござい

ます。申請状況ですとか、学齢人口の予

測、また大規模開発などにより需要予測を

改めて行いまして、学童保育室を整備する

地区を見直したという内容でございます。

今後、整備を予定する地区につきまして

は、表に記載のとおりとなりますが、令和

６年４月１日の開設に向けまして５年度に

公募を行う地区が１番の青井から８番の伊

興南までの８地区、令和７年度開設に向け

まして６年度に公募を予定している地区が

千住桜木、千住河原町から梅田までの４地

区でございます。 

 続いて、２ページをご覧ください。 

 ２点目が、今後の学童保育室の在り方に

ついてでございます。今年度からモデル的

に区の職員が各学童保育室を回る実地調査

というものを行っております。統一的な評

価と助言を行う中で、学童保育室全体の質

の向上を目指していくという取組でござい

ます。 

 また、この実地調査ですとか、保護者へ

のアンケートを通じて、学童保育室が抱え

る課題について浮き彫りにしていく中で、

直営学童保育室、現在、令和５年４月１日

時点になりますと、４施設６室になります

が、こちらの直営学童保育室が果たすべき



役割というところを、今後、検討していき

たいというふうに考えております。 

 詳細につきましては、本日席上に配付さ

せていただきました整備計画をご確認くだ

さい。 

 私からは以上となります。 

（菱沼会長） 

ありがとうございました。 

 続きまして、報告事項２、足立区再犯防

止推進計画（素案）パブリックコメントの

実施結果について近藤福祉管理課長から説

明をお願いします。 

（近藤福祉管理課長） 

報告事項２をご覧いただければと思いま

す。 

 足立区福祉部で再犯防止推進計画の策定

を進めております。再犯防止推進計画と

は、罪を犯した方のうち、また罪を犯して

再び刑務所に戻る方が多いということで、

自治体も計画を策定することが努力義務に

なっております。 

 今回、令和４年１１月２５日から１２月

２４日までの間にパブリックコメントを行

いました。個人から８名、団体から１名の

ご意見を頂きまして、合計１７件のご意見

を頂いたところでございます。 

 個人の内訳といたしましては、４０代、

５０台代がお１人ずつ、残りの６名は１０

代の方という形になっております。これを

受けまして、別添でつけました足立区再犯

防止推進計画（案）、こちらを策定する予

定でございます。 

（菱沼会長） 

ありがとうございます。 

 計画案の中身は皆さんのほうでご覧いた

だきたいと思います。 

 続きまして、報告事項３、新型コロナウ

イルスワクチン接種事業の実績及び進捗状

況について、片岡新型コロナウイルスワク

チン接種担当課長から説明をお願いしま

す。 

（片岡新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種担当課長） 

片岡です。よろしくお願いいたします。 

 ワクチン、ちょっと来年度に向けて年度

末動きがありますので、報告資料、今回机

上配付とさせていただいております。報告

事項３という資料と国のリーフレットをつ

けさせていただきました。こちらの２枚で

説明のほうをさせていただきます。 

 案件、大きく分けて２件です。１つ目が

今の接種状況について、２つ目が令和５年

度の接種についての説明となります。 

 １つ目、今の接種状況、１番にあるんで

すけれども、今主にやっているのが、令和

４年の秋から始めたオミクロン株用のワク

チン、１２歳以上の方を対象にしたものな

んですけれども、一番上の箱の一番下が総

計で、３月１４日時点で４４．０％とある

んですけれども、今最新の数値で言います

と、４４．１％となっております。今は、

大分、接種状況が収まってきていて、ちょ

っと頭打ちで伸びていかない状況ですけれ

ども、２３区の中で比較しても、今８番目

の接種率ということになっております。足

立区医師会様のご協力でここまで接種が進

んでいるということで、改めてお礼を申し

上げます。 

 それと、５歳から１１歳、６か月から４

歳の接種についても記載のとおりでござい

ます。これも国の接種率と比較しても、同

等の数値で推移をしているというような状

況でございます。 

 続きまして、令和５年度のワクチンの接

種事業ということで、まず１つ目、２の

（１）にあるとおり、令和５年度の１年間

については、現状の特例臨時接種の期間を



延長するということが決まっております。

自己負担なしの、今の接種を来年度は継続

するというところが決められました。 

 次のページです。（２）番、追加接種の

スケジュールについてということで、

（ア）にあるとおり、今やっている令和４

年秋開始接種オミクロンを１人１回という

接種につきましては、５月７日をもって一

旦終了します。今持っている接種券の接種

は５月７日に終了する。その後、５月８日

から、新たに６５歳以上の高齢者の方、基

礎疾患を有する方、また医療機関、高齢者

施設、障害者施設の従事者の方を対象にし

て、春から夏、５月から８月、国はこれ令

和５年春開始接種と言っているんですけれ

ども、５月８日からこの期間で追加接種を

開始するということになっております。 

 （ウ）になるんですけれども、これが、

今度、秋から冬にかけて、秋開始接種なん

ですけれども、春開始接種が終わった後、

９月から１２月にかけて、今度は１、２回

接種が完了している５歳以上の方全てを対

象として接種をしますということで、国か

ら事務連絡のほうが来ております。イメー

ジでいくと、年度に山が２つあって、年度

の前半に重症化リスクの高い高齢者などを

対象に１回接種をします。その後、秋に全

ての方を対象に接種という形を実施する。

ですので、高齢者の方は、年に春と秋以降

ということで２回接種をするというような

ことになっております。 

 （３）番は、接種勧奨及び努力義務とい

うことで、接種の目的を、国は重症化予防

目的ということにしていくというところ

で、今まで区からの接種の勧奨ですとか、

努力、接種するよう努めなければならない

というような、こういったものについて

は、６５歳以上、また高齢者の方と基礎疾

患を有する方、重症化リスクがない方につ

いては、こういった義務については外すと

いうようなことが示されております。 

 （４）番、その他の接種についてなんで

すけれども、今、まだ初回接種お済みでな

い方につきましても、この初回接種は来年

度、令和５年度も継続するということにな

っております。 

 最後、（イ）、これは５歳から１１歳の

方、今、追加接種３回目をやっていたんで

すけれども、もともとは従来株の接種でし

た。ただ、３月８日からオミクロン株用の

ワクチンの使用が認められたということ

で、オミクロン株ワクチンによる追加接種

が始まったという内容になってございま

す。 

 国のリーフレット、「令和５年でも全て

の方に自己負担なしでワクチン接種をいた

だけます」というような資料のところを見

ていただくと、一番上の資料、左から令和

４年度から５年度になるんですけれども、

１２歳以上の方につきましては、オレンジ

色の部分、今やっている接種については、

５月７日まで実施をします。５月８日以降

は、高齢者ですとか基礎疾患の方を対象に

８月まで春開始接種を実施をします。ま

た、それ以外の方については、上記の方以

外ということで棒線が伸びていて、全ての

方が令和５年秋開始接種を受けるというよ

うなことが今、国から示されているような

内容になってございます。 

５月８日から春開始接種のほうが始まりま

すので、今、予算のほうを精査をさせてい

ただいて、今度の議会のほうで、審議を頂

くというような内容になってございます。

今予定ですと、春開始接種用の接種券につ

いては、４月２４日に発送をしたいなとい

うところで調整をしております。いずれに



しましても、ちょっと制度自体がなかなか

複雑化をしてくるような状況になってござ

いますので、接種券の発送ですとか、接種

券の提供ですとか、そもそも制度につい

て、今後も分かりやすい周知に努めていき

たいというふうに考えております。私から

は以上です。 

（菱沼会長） 

ありがとうございます。ぜひ、関連団体

の方々、それぞれのところに持ち帰って、

周知していただけたらと思うので、よろし

くお願いします。 

 続きまして、報告事項の４、足立区にお

ける新型コロナウイルス感染症発生状況に

ついて、飯嶋感染症対策課長から説明をお

願いします。 

（飯嶋感染症対策課長） 

感染症対策課長の飯嶋です。では、私の

ほうからご説明させていただきます。 

 足立区における新型コロナウイルス感染

症の発生状況でございますが、東京都全体

におきましては、１２月から１月にかけて

大変流行している時期がございましたが、

令和５年度、直近のもので３月２０日現在

では、１週間の１日当たりの平均が６５０

人程度まで減少してきております。 

 区内の届出対象者の推移につきまして

は、別紙のとおりでございまして、直近の

ものでは３月１３日から３月１９日のもの

で、３８件となっております。 

 続きまして、区内のクラスターの状況で

ございます。３月２０日現在で８９５件と

なっております。 

 続いて、足立区の発熱電話相談センター

及び足立区ＰＣＲ予約専用ダイヤル等の電

話相談の実績でございます。３月のデータ

でございますが、３月２０日現在で４０９

件となっております。 

 続いて、ページをおめくりいただきまし

て、４の足立区発熱電話相談センターと区

のＰＣＲ予約専用ダイヤルの統合について

でございます。 

 ＰＣＲの予約専用ダイヤルという、ＰＣ

Ｒの予約に特化したダイヤルのほうをご用

意して今まで対応しておりましたが、件数

の減少とともに統合をする予定でおりま

す。こちらのＰＣＲ予約専用ダイヤルにつ

きましては、３月３１日をもってこの電話

番号は終了させていただきまして、４月１

日以降につきましては、足立保健所内で行

っております足立区発熱電話相談センター

に統合させていただきまして、運営してい

く予定としております。周知につきまして

は、あだち広報の３月１０日号と３月２５

日号で行わせていただいております。 

 続いて、５でございます。新型コロナウ

イルス感染症の感染症法上の位置づけの変

更についてです。報道もされていますが、

令和５年５月８日をもちまして、新型コロ

ナウイルス感染症につきましては、今まで

の２類相当の対応から５類感染症へと位置

づける予定でございます。 

 主な変更内容としましては、ア、イ、

ウ、エと４つに分けさせていただいており

ますが、患者対応、医療提供体制、サーベ

イランスと基本的な感染対策ということ

で、それぞれ終了するものと継続するもの

があります。 

 患者の対応につきましては、段階的に移

行していくとしておりますので、報道にお

きましては、外来入院医療費の、例えば、

新型コロナウイルスに関するお薬の公費負

担、こちらにつきましては、ある一定の程

度まで継続される見込みとなっておりま

す。 

 サーベイランスにつきましては、今まで



全数把握ということで行っておりました

が、こちらは医療機関を抽出して発生動向

を見る、定点サーベイランスに移行してい

く予定となっております。 

 私からのご説明は以上でございます。 

（菱沼会長） 

ありがとうございます。 

 では、続きまして、報告事項の５、特定

教育・保育施設（私立幼稚園）の利用定員

の確認についてを菊地子ども政策課長から

説明をお願いします。 

（菊地子ども政策課長） 

子ども政策課長、菊地でございます。私

からは、私立幼稚園の利用定員の確認につ

いてご説明させていただきます。 

 本日席上に配付させていただいた別紙の

報告事項５の資料をご覧ください。 

 件名、所管部課名は記載のとおりでござ

います。 

 まず、記載させていただいた私立幼稚園

に関する背景について、簡単にご説明いた

します。 

 平成２７年４月より子ども・子育て支援

新制度がスタートしまして、私立幼稚園は

各園の判断によって新制度に移行する園、

移行園と、移行しない園、私学助成園、こ

の２種類に分かれております。 

 この新制度におきましては、法に規定さ

れている内容として、移行園が利用定員を

定めるに当たりましては、子ども・子育て

会議、足立区におきましては、子ども支援

専門部会を含む、本地域保健福祉推進協議

会が当たりますが、こちらにて意見聴取を

行う必要があると規定されております。令

和５年４月より５つの私学助成園が新制度

移行園への移行を希望しておりますので、

このことから、３月１７日に開催された子

ども支援専門部会にて各園の状況について

ご説明、ご報告させていただき、ご意見を

頂戴したところでございます。 

 専門部会での意見をご報告させていただ

く前に、各園の移行に当たっての利用定員

について、簡単にご説明させていただきま

す。 

 それでは、別紙の報告事項５－１、左上

閉じている資料をご覧いただければと思い

ます。 

 まず、子ども・子育て支援新制度では、

幼稚園を希望する需要数に対して、定員数

を確保するということが各自治体に求めら

れております。足立区における幼稚園の状

況につきましては、項番１をご覧いただき

ますと、定員数は、令和５年４月時点で

３，７５０名、余裕がある状況となってお

ります。 

 各園の説明内容をご覧いただきますと、

５園とも従来の認可定員に対し、利用定員

を減らす、少なくしているような状況で

す。合計いたしますと３９８名分少なくな

っておりますが、依然として、３，３５０

人分余裕がある状況となっているため、供

給量は十分に確保できる状態といえます。 

 なお、各園の定員設定に関しましては、

過去３年間の利用状況等を踏まえた設定と

なっております。 

 また、必要な職員配置ですとか、面接基

準などにつきましては、区が事前に確認を

取らせていただきまして、移行に当たって

問題はございませんでした。 

 以上のような状況を踏まえまして、子ど

も支援専門部会でご審議いただいた結果、

２点ご質問がありました。お手数ですが、

別紙の資料報告事項５のほうにお戻りいた

だければと思います。 

 下のほうですが、項番１の審議結果につ

いての記載のところをご覧いただきます



と、質問の１点目といたしましては、最近

の傾向及び次年度の入園予定数を踏まえた

定員設定と、少し数字がどうなのかという

ところがございましたが、そちらは次年度

の入園予定数も踏まえた定員設定であるこ

とから、問題ないと区として考えておりま

す。 

 ２点目につきましては、裏面になります

が、利用定員に応じた各基準が定められて

おり、基準に応じた運営経費が支出される

ということから、運営に支障がないと考え

ております。 

 こういった審議の結果、子ども支援専門

部会といたしましては、この内容で進めて

いくことは問題がないとの結論を頂きまし

たので、本日ご報告させていただくところ

でございます。 

 私からは以上でございます。 

（菱沼会長） 

ありがとうございます。 

 続きまして、報告事項６、足立区待機児

童解消アクションプランの改定についてを

蜂谷待機児ゼロ政策担当課長兼務私立保育

園課長から説明をお願いします。 

（蜂谷待機児ゼロ政策担当課長兼務私立保

育園課長） 

待機児ゼロ政策担当課長の蜂谷でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 報告事項資料の５ページをお開きくださ

い。 

 私からは、足立区待機児童解消アクショ

ンプランの改定について報告をさせていた

だきたいと思います。 

 ご案内のとおり、こちらのアクションプ

ランでございますが、平成２３年度以降、

毎年改定をされているところでございま

す。おかげさまをもちまして、令和３年度

に足立区も待機児ゼロを達成したところで

ございまして、令和４年度は１名待機児が

出たところではございますが、ほぼ待機児

が解消された状態ということで確認してお

ります。 

 本日、報告、こちら別添資料、報告事項

６－１ということで、今回改定させていた

だきましたアクションプランの冊子をおつ

けしてございます。ご覧のとおり、結構厚

めの書類でございますので、本日、報告事

項資料の５ページ以降に主だった改定の内

容をまとめてございますので、報告事項資

料のほうに沿って説明をさせていただきた

いと思います。 

 今回の改定につきましても、今後の予測

の見直しと現在の取組、それから新たな課

題について改定をさせていただいておりま

す。 

 ５ページの１番にございます保育需要予

測の更新でございますが、こちらのほうの

表にございますとおり、Ａのところに保育

需要数、保育定員数、過不足となってござ

いますが、保育需要数というのが、いわゆ

る保育を必要とされている方の数でござい

ます。その下の保育定員数というのが、今

足立区で整備された保育施設の受皿、お子

さんが入れる人数となってございます。そ

の下の過不足でございますが、いずれもプ

ラスということで、今十分に保育需要の数

は満たした状態ということがいえるところ

でございます。 

 ただ、保育需要でございますが、年々保

育需率のほうは高まっておりまして、特に

ゼロ歳から２歳にかけての保育需要が高ま

っているところでございますので、毎年そ

の保育需要を踏まえながら、こちらのほう

の数字を見直しているところでございま

す。 

 今申し上げたとおり、十分に保育施設、



受皿のほうは用意されているところなんで

すけれども、一方で問題になっているの

が、その空きというのが今、問題になって

ございます。 

 ５ページの２番のところで、空き対策と

いうふうに書かせていただいてございます

が、２つの取組をさせていただいてござい

ます。 

 まず、私立の保育施設の経営を圧迫しな

いように、区立保育施設の入所定員の抑制

を行ってございます。 

 次の６ページの上のほうの表に区立保育

園の入所抑制の数が出てございますが、こ

ちら令和６年のところまで入所の抑制を計

画してございまして、トータルで３８４名

分の枠のほうを今、抑制しているところで

ございます。 

 次の（２）でございますが、こちら私立

の保育施設に対する空き対策でございま

す。ア、イ、ウとございますが、まず、ア

のところです。私立の保育施設のほうが建

て替え工事を行う際には、その地域、その

保育園場に見合った形の定員数に直した形

で建て替えのほうを進めてございます。 

 あと、２番のイのところの利用定員変更

でございますが、各保育施設の利用定員を

見直すことによって、補助金、給付金の額

の引上げを行っているところでございま

す。 

 あと、ウ、固定的経費の補助でございま

すが、こちら具体的には、小規模保育施

設、あるいは保育ママさんについてなんで

すけれども、空いているところにつきまし

ては、そこの部分、収入が担保できるよう

に区のほうから補助を行っているところで

ございます。 

 次の３番、年度途中の待機児童の発生状

況と対応策でございます。 

 こちらが今年度改定しましたアクション

プランの大きな目玉でございまして、新た

な課題として、年度途中の待機児童の解消

というのがございます。冒頭で申し上げま

したとおり、年度初めの待機児童はほぼほ

ぼ解消されたところなんですが、年度途中

においては、まだまだ入れないといったお

声が届いてございます。 

 この下にある表のところでございます

が、１０月１日現在で待機児のところを集

計したところ、４１名、１０月１日現在で

待機児が発生していることが判明いたしま

した。特にゼロ歳児のところで３５名出て

ございまして、１歳児、２歳児までで４１

名といった状況でございます。 

 今後、この年度途中の待機児童を解消す

るために次の７ページでございますが、対

応策のほうを今、区のほうで検討している

ところでございます。抜本的に解消する策

というのはまだ、はっきり言ってまだない

ところなんですが、今できることから着手

したいというところで、次のアイウのとこ

ろについて着手を進めているところでござ

います。 

 まず、アのベビーシッター利用支援とい

うところでございますが、こちら、今日の

情報連絡のほうにも資料がございまして、

４７ページをお開きいただいてもよろしい

でしょうか。ベビーシッター利用支援でご

ざいますが、こちら東京都のほうで実施し

ている事業、これを活用するような形でご

ざいまして、東京都のほうで認定している

事業者、ベビーシッターの事業者になるん

ですが、こちらをご利用いただける方、待

機児として認定された方がご利用される場

合、こちらの１時間で１５０円のご本人負

担でご利用できるような仕組みになってご

ざいます。ぜひ受皿の一つとして、こうい



ったものも活用したいというふうに思って

おります。 

 また７ページにお戻りいただきまして、

次のイでございますが、保育事業者へ入所

保留者の発生状況等を情報発信という取組

をさせていただきたいと思っております。

今現在、こういった地域、こういったとこ

ろで何歳児のお子さんが待機児出ています

というのを積極的に保育事業者の方々に情

報発信することで、場合によっては受皿と

なり得る、年齢区分の変更ですとか、受皿

の変更ができるのではないかという考えの

もと、こういった情報発信をまた強めてま

いりたいと考えております。 

 最後のウでございますが、入所不承諾と

なった保護者への情報提供でございます。

今、待機児になっている方についての情報

発信でございます。入所申込みの際には、

待機児といって、入所ができないというと

ころなんですけれども、１か月後、２か月

後に空きが出る場合がございますので、そ

ういった情報発信をまた保護者の方に小ま

めにしていくことによりまして、１か月

後、２か月後ご希望のところに入れるとい

ったケースも生まれてくるかというところ

なので、とりあえずはこういった取組をま

ず始めてみたいと考えているところでござ

います。 

 以上が今年度の改定内容の報告でござい

ます。 

（菱沼会長） 

ありがとうございました。以上で、報告

事項６件の説明を終了いたします。 

 これから皆様からのご意見、ご質問をお

伺いしたいと思います。意見、ご質問ござ

いましたら、お願いします。皆さん方いか

がですか。石渡先生。 

（石渡委員） 

介護保険と障害者計画の担当をしており

ます石渡と申します。今の報告事項６点頂

いた中の６番目の待機児童解消アクション

プランということなんですが、２点ほど質

問ございます。 

 待機児童が減っているので、私立保育園

の事業を妨害しないようにというようなと

ころなんだと思うんですが、６ページに区

立の保育施設の入所定員を抑制したという

ことで、３８４名分ということに紹介され

ていますが。この抑制というのは、やはり

令和４年とか令和５年あたりがかなり多く

なっているというのは、これはコロナが進

展したことによってテレワークなどが増え

て、保育所規模が少なくなったみたいな報

道などもされていますが、そういうことが

影響しているのかどうかみたいなところを

１点。 

 それから、もう１つ、これで入所定員が

減った場合に、保育士さんも業務を外れる

ようなことがあるのかどうか、そのあたり

をちょっと教えてください。以上です。 

（蜂谷待機児ゼロ政策担当課長兼務私立保

育園課長） 

ご質問ありがとうございます。 

 まず、１点目の入所抑制の部分について

のコロナの影響でございますが、今、保育

事業のほうを調査する限り、コロナによる

大きな影響というのは生じていないものと

いうふうに捉えてございます。 

 したがいまして、こちらにございます抑

制の数でございますが、その都度、地域の

需要数を見まして、区立のところで、要

は、だぶついているところを少し減らし

て、私立のほうに促すといった形でやらせ

ていただいているところでございます。特

に、この数字の膨らみ、へこみにつきまし

ては、コロナの関係の影響はないものと捉



えてございます。 

（菊地子ども政策課長） 

２点目につきましては、子ども政策課

長、菊地からお答えいたします。 

 定員抑制したことで保育士の方の業務が

どのようになっているかというご質問かと

思いますが、足立区内において、特に区立

園で発達支援に課題のあるお子さんが多数

入所しているような状況でございます。利

用の定員は絞ってはおりますが、そういっ

た多様な保育を必要としている方、お子さ

んが多数いらっしゃいますので、そちらへ

の支援を強化するという形で、引き続き業

務のほうは対応させていただいている状況

でございます。 

（石渡委員） 

ありがとうございました。そうしました

ら、最初の回答についての確認ですが、コ

ロナの影響というのは特に見られないとい

う理解でよろしいんですねという、すいま

せん、これ確認です。 

 あと、２点目の保育士さんに関して、発

達支援の必要性が高くて、そちらに保育士

さんが対応してくださっているということ

なので、ありがとうございます。障害をや

っている立場としては大変うれしい情報を

お聞きしました。 

 やはり、ここのところ、保育士さんの不

適切な支援みたいなところがいろんなとこ

ろで話題になっています。そういうとき、

やはり、発達障害がおありで対応が難しい

みたいなことなんかも原因の一つとして言

われていますので、ぜひそのあたりのとこ

ろは、今後も手厚く対応していただけたら

ありがたいなと思いました。以上です。 

（蜂谷待機児ゼロ政策担当課長兼務私立保

育園課長） 

１つ目のご質問について、すいません、

重ねて答弁させていただきたいと思いま

す。 

 コロナの影響の部分でございますが、預

け控えとかそういったものが危惧されてい

たときもあろうかと思います。今の足立区

の状況をちょっと申し上げますと、確かに

就学前の人口は年々減っているところでご

ざいますが、コロナ禍におきましても保育

事業のほうは逆に伸びてございまして、保

育を必要とする方は増えている状態でござ

いまして、こういった数字になってござい

ます。 

（菱沼会長） 

よろしいでしょうか。そのほかはいかが

ですか。 

 ちょっと私のほうからも２点あるんです

けど、ちょっとよろしいですかね。 

 私のほうで情報連絡事項のところの２件

目の高齢者の孤立死の現状についてという

ところで、資料も出していただいているの

で、ちょっと取り上げたいと思うんです

ね。コロナ前とコロナの中でどう違いがあ

るのかみたいなことで、これとっても貴重

なデータだと思うんですね。 

 別添資料の２－１を見ると、それの９の

ところ。例えば、発見者の割合の中で、ち

ょっと数字が入っていないからちょっと見

にくいんですけれども、これを見る限り、

例えば、コロナの前は隣人が発見していた

のが、コロナ禍の中だと隣人の発見という

ものが減っているように見えるんですね。

やはりコロナの中では、なかなかそういっ

た地域の関わりというものが減ってしまっ

たんじゃないだろうかというところがある

んだと思うんですね。なので、こういった

ことを踏まえると、やはり地域の中のつな

がり、毎日誰かと話ができるような状況に

なっているか、というところから地域の



方々と一緒に対応を考えていただけたらと

思いますし、あともう１つ、エアコンをつ

けていなかった方がとても多かった。スラ

イドの５番のところ、５ページ目のとこ

ろ。スライド番号が１の（３）夏季の高齢

者孤立死の最低気温別、それはタイトルあ

りますけれども、エアコンを設置していた

んだけれども、使用していなかった方々が

多く亡くなられているということからする

と、やはりこういったところも気にかけて

声かけをしていくというところの大切さに

もなるのかなと思って、これ貴重なデータ

なので活用していただきたいと思うんです

ね。 

 というのが、ちょっとこの定義ですけれ

ども、孤立死の定義、これは報告、別添資

料２－１の一番最初のスライドにあって、

当分析では、単身者の自宅での死亡を孤立

死と定義しますとなっているんですけれど

も、これ結構いろいろな定義がありまし

て、孤立死と孤独死の違いもよく言われる

ところですよね。亡くなるまで１人で暮ら

している人で亡くなったんだけれども、そ

れまで関係性をいろいろ持っていて、たま

たま１人で亡くなった場合は孤独死、それ

で、以前からもう人との関係がない中で１

人で亡くなった場合は孤立死というふうに

している。孤立死と孤独死を使い分けてい

るところもありますし、場合によっては北

九州とか、独居死、自宅で亡くなった場合

は独居死というふうにしていて、その独居

死の中で孤立していたかどうかを見るとい

うところもあるので、ちょっとこの辺は足

立区としてどうするかなんですけれども、

全部ここで含めるだけでなくて、ちょっと

独自に何か分析できるものがあれば、本当

に孤立していて誰とも接点がない中で亡く

なった方はどうだったんだろうかというと

ころも出していただけると、そうすると、

地域の方々が頑張ってやっていらっしゃる

ところが見えてくるんだと思うんですよ

ね。そういったところをちょっと検討して

いただきたいなという、コメントになりま

す。 

 ちょっとこの件ですけど、何かあります

でしょうか。事務局のほうで。 

（近藤福祉管理課長） 

絆づくり担当課長。 

（會田絆づくり担当課長） 

絆づくり担当課長です。今委員長からご

指摘がございました件ですけれども、ま

ず、コロナ禍による変化については、令和

３年の分析は今回できたんですけれども、

まだ昨年の令和４年の分析がまだ反映でき

ておりませんので、引き続き、分析のほう

をしていきたいと思ってございます。 

 それから、２点目のエアコンの件でござ

いますけれども、こちらにつきましても、

やはり自宅にエアコンがある方が実際には

使っていないという状況で発見される方が

多く見受けられます。これにつきまして

は、エアコンの適度な使い方を引き続きＰ

Ｒしていきたいというふうに考えてござい

ます。 

 それから、３点目の定義の件でございま

すが、専門部会でもご指摘がございまし

て、いわゆるみとりの方もこれにカウント

されるのではないかというご指摘がござい

まして、確認をさせていただきました。監

察医務院の数字をベースに、参考にデータ

で分析しておりまして、要するに、かかり

つけ医が死亡診断書を書けないような状

況、そういった場合にはみとりの方も懸案

の対象になりますので、みとりの方もカウ

ントされてしまうというような状況である

ことが分かりました。ですので、みとりの



方もこの分析の中にはかかりつけ医が死亡

診断書を書けない場合にはどうしても含ま

れてしまうということで、ちょっとなかな

かその辺の仕分けが最終的には難しいよう

な状況も見受けられるという点が確認でき

ましたので、今回、ご報告させていただき

ます。ありがとうございます。 

（菱沼会長） 

ありがとうございます。 

 続けてもう１点、教えていただきたいの

が、情報連絡事項の８番目のところ、地域

密着型サービス事業の整備・運営事業者の

公募結果についてということで、資料でい

くと２５ページになるんですけれども、こ

こで、申込みがなかなかなくって、認知症

の高齢者グループホームから１件申込みが

あったけれども、辞退をしてしまったとい

うことで、結果として、応募してきたとこ

ろがなかったという状況で、これは足立区

だけではなくて、ほかの地域でもこういっ

たところというのは生じたりしているんで

すけれども、この応募がなかったりまたは

辞退してしまったというところ、何かそこ

の理由といいますか、何かそこから次に考

えておく必要性があるのかどうか。大事な

ことになるかなと思うので、ちょっとこの

辺で、どうして辞退されてしまったのか、

もし分かるところがあれば、教えてもらえ

ますでしょうか。 

（小口介護保険課長） 

介護保険課長からお答えさせていただき

ます。 

 まず、このグループホームの辞退した理

由ですけれども、こちらについては、一

旦、申込みがあったんですが、やはり土地

の確保などだったかと思いますが、ちょっ

と理由が、ちょっと資料がないもので、後

ほどちょっと報告させていただきたいと思

います。 

 また、応募がなかなかない状況で、今後

ですけれども、応募者を増やしていくため

に、例えば、公有地を活用して公募をかけ

ていくといったことを考えてございます。

国や東京都、区の公有地を活用して、公募

をかけていきたいというふうに考えてござ

います。例えば、特別養護老人ホームでも

公有地を活用して公募を実施しているとこ

ろもあるんですが、土地を確保して公募を

しますと、それだけ応募が結構多く来てい

る状況でございますので、そういったこと

も、今後、検討していきたいというふうに

考えてございます。 

（菱沼会長） 

ありがとうございます。やはり敷地の問

題、それから人材、働く人の確保の問題、

それから経営的な問題、いろいろあるかと

思うんですけれども、ぜひ事業者の方々も

今日ご参加いただいているところなので、

そういったところもいろいろ把握してくだ

さっているかと思うんですけれども。利用

したい人はいるけれども、サービスがない

というような状況にならないように、引き

続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

（小口介護保険課長） 

すいません、先ほどのグループホームの

件、途中で辞退した理由ですけれども、ま

ず申込みをして、２次審査に入る前に辞退

があった理由ですが、これ土地を申込みの

法人が借りて申込みをしたんですけれど

も、その土地を大家さんが貸すことができ

ないということで、途中で土地の確保がで

きなかったもので辞退ということで、こう

いった状況になったものでございます。 

（菱沼会長） 

ありがとうございます。 

 そうすると、事業所の方としては、でき



ればやりたかったということであれば、確

かに土地の確保のところをサポートしてい

ただくのも一つの方法かと思うので、よろ

しくお願いします。ありがとうございま

す。 

 あと、皆さん方、いかがでしょうか。浅

子委員さん、お願いします。 

（浅子委員） 

区議会議員の浅子です。今のお話で、土

地の確保の問題が出てきましたけれども、

報告事項１、これ学童保育整備計画なんで

すけれども、ここの今後の整備予定地区の

中の、例えば、令和６年度開設というとこ

ろで、中川なんかのところには令和４年度

に応募がなかったため、令和５年度に再公

募を実施とあるんですが、これなんかは、

理由としては、やはり土地の問題があるの

かなとちょっと私が勝手に思ったりしてい

るんですが、どういう理由なんでしょう

か。 

（江川住区推進課長） 

学童保育室の関係のご質問でございます

けれども、昨年度、４地域で公募をかけま

して、１地域のみ募集があったという状況

でございます。その理由としましては、事

業所のほうに確認したところ、学区域を指

定して公募をかけましたけれど、その学区

域内では、学童保育室に適した物件が見つ

けることができなかったという状況でござ

いました。 

 ただ、その学区域を少し外れたところで

あれば、よさそうな物件もあったという情

報も入っておりますので、来年度に向けま

しては、少し公募条件を見直し、学校から

の距離なども考慮した上で、条件を緩和し

て、公募したいというふうに考えていると

ころです。 

（浅子委員） 

学区域外ならという話ですけれども、やっ

ぱり子どもたちが学校から学童保育室に通

うということですから、一定のやはり距

離、あまり遠くない距離でということで学

区域内というふうになっているのかなとい

うふうに思うんですね。だから、そういう

点では、やはり学童のほうも土地とか、あ

と施設の確保というのが、事業者任せにし

てしまうと、やはりちょっと混沌がところ

によっては生じてきているのかなというふ

うに思いました。 

 それから、あと学童保育同じなんですけ

れども、情報連絡のほうで令和４年度、令

和５年度で、８ページですか。実態が出て

いまして、超過数というのが出ていまし

て、例えば、令和５年度は超過数が８４名

となっていますけれども、このお子さんた

ちはどこら辺の地域で、今どのような方向

に、もう４月から学校が始まるわけですけ

れども、どのような方向になっているんで

しょうか。 

（江川住区推進課長） 

超過数の内訳につきましては、９ページ

のところに地域別の状況が記載させていた

だいておりますので、こちらをご確認いた

だければというふうに考えております。あ

くまでこの数字というのは、一斉受付の中

で第１希望をされた申請数と区の受入れ可

能数との差というふうになっておりまし

て、現在、第２希望も含めまして、学童保

育室の入室調整をしている段階でございま

す。 

（浅子委員） 

そうしますと、このまだ８４名がほかの

学童に入れたかどうかというのは、今後の

ことということですよね。ぜひきちっと、

きちっというか、最後まで学童に入りたい

ということなので、ぜひそういう方向でお



願いしたいというふうに思います。 

 それとあと、ほかのところでも言ったん

ですけれども、やはり定数と受入れ定数が

実際は違うという、学童にはそういう問題

があって、できれば４０人の学童が参酌基

準としては適していると言われているんだ

けれども、足立区を見ると、実際には４０

人とか４０人以下というのが本当に３分の

１くらいしか学童の中で確保できていない

んですよね。だから、そういう点では、今

回、１児童館ですか、増えたという報告が

ありましたけれども、実際には廃止してし

まった学童もあるということで、やはり私

としては、廃止をするのではなくて、やは

り４０人規模に極力していく。小学校もや

はり少人数学級ということで、学年ごとに

３５人学級に今、実施をしているわけで。

学童保育室というのも、生活の場と位置づ

けられているので、ぜひそういう方向に見

直しの転換をしていただきたいというふう

に私は思っています。 

 それからあと、待機児童解消アクション

プランなんですけれども、当初は５１５人

削減していくと、公立保育園。それが今

回、３８４名というふうに人数が減ったわ

けです。本当に公立保育園の、主に３歳と

か５歳と、４歳、５歳、２歳も含めて削減

をするということで、やはり自分たちが入

りたいところに、逆に入れなくなってしま

う可能性も、親からすればあるというふう

になるわけですけれども。これも、この

間、コロナの中でやはり人数の問題が触ら

れましたし、あと、今、保育士の１人当た

りの基準というのが問題になっていますよ

ね。問題というか、話題なっていて、日本

は、４歳５歳は３０人、１人で３０人の子

どもを見なきゃいけないと。その基準がど

うなのかということが今、改めてここに問

われているような時期に来ているので、そ

ういう意味では、まず、やっぱり足立区か

ら、公立保育園の子どもを減らすというよ

りは、やはり子どもを、定数を、極力、平

均にしていく。やはりそういうことで、公

立保育園を減らすんじゃなくて、私立保育

園もやはりちゃんと運営ができるような形

で、公立保育園を減らさないで、保育士の

基準、１人当たりの子どもの基準をやっぱ

り少なくしていくというふうにしていただ

きたいというふうに、私は考えています。

ということで、意見要望ですけれども、終

わります。 

（菱沼会長） 

ご意見ありがとうございます。何か今の

ところで、事務局のほうでございますでし

ょうか。 

（菊地子ども政策課長） 

子ども政策課長、菊地からお答えいたし

ます。 

 公立保育園の定数をならすという言い方

でのご提案というところがありましたが、

先ほどほかの質問でもお答えしたように、

多様な保育を必要としているお子さんがい

らっしゃいますので、そちらへの支援への

充実というところを図ってまいっておりま

す。私立保育園の定員の関係、バランスと

いうところがありますので、その辺は保育

需要をエリアごとに見極めつつ、区立園で

の担うべき役割というところも十分果たし

ていけるような配置をしていきたいと考え

ております。 

（菱沼会長） 

ありがとうございます。他はよろしいで

しょうか。 

（佐藤奈緒委員） 

足立区手をつなぐ親の会の佐藤です。保

育園が学童保育の待機児ゼロということに



ついて、ちょっと基本的なことで教えてい

ただきたいんですけれども、例えば、親御

さんがまだ就職していない方で、保育園や

学童に入れたら仕事を探しますみたいな方

も保育園や学童を希望されると、お子さん

が待機児ということになって、そういう方

も希望された場合は待機せずにちゃんと入

所できているということなのでしょうか。 

 それから、障害のあるお子さんの場合、

先ほど保育園で必要に応じて先生が配置さ

れるということでしたけれども、入所をさ

れる段階で障害の有無によって、先生が足

りないからちょっと待ってくださいみたい

な対応がないのかなと思って。うちの息子

は１０年以上昔ですけど、保育園で加配で

きるのは、区立保育園でも２人までみたい

なことを言われて、年長さんになる段階で

療育機関に行こうかどうか迷っていたら、

うちの息子が退園すれば、もう１人障害の

ある人が入れるのでと、ちょっと退園を促

されたような経験があったんですけれど

も。そういった対応はもう最近はないのか

なということを気になりまして。 

 それと、話がちょっと別なんですけれど

も、今、保育園のほうに通われていないお

子さんも一時保育ですかね。一時預かりの

ような制度があると思うんですけれども、

コロナの影響なのか、一時預かりに預かっ

てもらえなかったとかマスクができないか

らということで一時預かりを断られたとい

うような話が昨年、幼児の方からお聞きし

たんですけれども、一時預かり保育の需要

と供給のほうは把握されているのかなとい

うことをお伺いしたいと思います。 

（蜂谷待機児ゼロ政策担当課長兼務私立保

育園課長） 

まず１点目の保育施設の待機児の集計方

法についてでございますが、基本的にお申

し込みいただいた方を母数といたしまし

て、そこからの全国的なルールに従って差

し引いていって、結果ゼロになるかどうか

といったところになってございます。今申

し上げたのは差し引くところでございます

けれども、育児休業される方であったりと

か、あるいは給食活動とか等、個人的な理

由で特定の施設しか希望しなくてそこ入れ

なければいいですよといった方、こういっ

た方は全部除算してございます。したがい

まして、基本的にはお申し込みになった方

はそういった理由がない限り差し引くこと

はできないので待機児としては集計される

形になります。 

（江川住区推進課長） 

学童保育室につきましても、学童保育室

は放課後の保育に欠ける子が過ごせる場所

というふうになりますので、４月の時点で

稼働する見込みの方も申請はできることに

なってございます。 

 また、２点目の配慮が必要な子につきま

しても、受け入れることを前提で保護者の

方から状況なども聞きながら対応している

ところでございます。 

（菊地子ども政策課長） 

その他の質問を子ども政策課長、菊地か

らお答えいたします。 

 まず、障害のあるお子さんの受け入れに

関して、入所に関してのところですが、過

去は区立園においても発達に障害のあるお

子さんについての受け入れの枠というもの

がありました。ただ、発達に障がいがある

ことによって保育所入所の条件が不利にな

ることがないようにするため、その枠につ

いては、現在は撤廃させていただいている

ような状況でございます。 

 ただ、施設によっては障害の内容によっ

て受け入れが可能な園、不可能な園という



ところもございますので、入所の相談の段

階で園によってはお断りされるようなケー

スもあろうかとは認識しております。 

 あとは、一時保育については、区立、私

立、認証保育所を含めて様々な施設で一時

保育の受け入れというところは行っている

ところでございますが、やはりコロナの影

響でなかなか受け入れが、体制を構築する

のが難しいという状況がございましたの

で、過去コロナ前に比べますと受け入れの

ほうをお断りしているような状況はあろう

かと思います。来年度、５月以降また状況

が変わってまいりますので、積極的な受け

入れを進めていけるかと認識しておりま

す。 

（菱沼会長） 

よろしいですか。ありがとうございま

す。そのほかの方。お願いします。 

（細井委員） 

高齢者在宅サービスセンター西新井の細

井と申します。私のほうからご質問させて

いただきたいところは、情報連絡の１番の

今お話が出ていたような学童保育のところ

でございます。この資料９ページのところ

の今後の方針というところに、３番の今後

の方針の中に（２）で、要するに不承認に

なった方についての取扱いというんです

か。空きのある学童保育一覧を同封して周

知をするという。 

 あともう１つ、また児童館特例利用、ラ

ンドセルで児童館への情報を積極的に行う

と。この２点がここに書いてあるわけです

が。私がちょっとある方といいますか、私

自身の施設の職員にお聞きしたところ、こ

の学童保育の場合には基本的にはこれ９時

から５時ですかね。それが（トクジ）を使

うと８時半から６時まで利用できると。一

方で、児童館のほうのランドセルで児童館

のほうは９時から６時という時間帯ですの

で、どうしても仕事の勤務上８時半という

時間に就労しなくちゃいけない親がいた場

合には、なかなかこの時間帯の３０分とい

う時間が繰り下がると利用しづらいとい

う、そういった話を何件か私、聞いたこと

がございます。 

 話の内容が、私が直接児童館等に確認し

たわけじゃないのであれなんですが、もし

こういった状況があるのであれば、例えば

この児童館のほうの利用に関しても（トク

ジ）で８時半から利用できるという、こう

いった措置はできないんでしょうか。 

（江川住区推進課長） 

ご質問ありがとうございます。現在、学

童保育室につきましては、まず特別延長保

育という形で夕方の７時までというふうに

なっております。一方で、ランドセルで児

童館につきましては、今委員おっしゃられ

たとおりでして、夕方は６時までというふ

うになってございます。こちらにつきまし

ては、児童館の体制などの問題もございま

して、現状としては児童館の仕組みの中

で、ランドセルで児童館という制度を行っ

ているという状況でございます。 

（菱沼会長） 

よろしいですか。そういった状況がある

とすれば、地域の中で子どもたちの居場所

を作ることができないだろうかということ

も考えられるかと思うんです。その地域の

方々がそういった状況を実際知っているか

どうかにもなるんですけれども。結構そう

いった状況を知ることによって、それであ

れば子どもたちの居場所を作ろうよという

ような動きをしているところもあるので、

ぜひそういったところをここに留めずに、

地域の方々と共有しながら何かできないか

検討につなげていただけたらなと思いま



す。そのほかいかがでしょうか。お願いし

ます。 

（橋本委員） 

特別養護老人ホームハピネスあだちの橋

本です。 

 １点質問ですけれども、報告事項の４、

新型コロナウイルス感染症の４の５です。

感染症の位置づけが５月８日に変わるとい

うことで、本当に過去にあったかちょっと

私は分からないんですけれども、マスクも

個々の自由化になり、結構ちらほらマスク

外している方もいてちょっとずつ世の中変

わっているなと思ってきたんですけれど

も。５月８日からさらにまた今までの日常

に戻ってくるのかなと思うんですけれど

も。ここのアの患者対応というところがあ

りまして、ここのところで感染法上で２類

から５類に変更というところで、２類のと

ころは皆さんおっしゃる保健所が関わって

入院調整とか相談とかやっていたんですけ

れども、これ５類になった場合保健所の管

轄とは少し外れるので、例えば今まで高齢

者施設のご入居者さんが感染したりとか、

あとは区民の方もそうですけれども、例え

ば５月８日に感染しましたとなった場合

は、これはもう保健所は外れるので保健所

に相談はできなくなるのか、あるいは移行

期間なのでまだしばらく保健所に相談とか

できるのかというところ。ちょっとまだ初

めてのことで決まっていないこともありま

すけれども、もし分かれば教えていただけ

ればと思います。 

（飯嶋感染症対策課長） 

感染症対策課長です。ご質問ありがとう

ございます。私からご回答させていただき

ます。 

 このたび２類相当から５類に移行となる

わけですけれども、５月８日以降も高齢者

の方、あとまた障害者の方、そういった

方々への対応というのは段階的にというこ

とが特に国のほうでも示されております。 

 ご相談でございますが、これは高齢者の

方に限ったことではございませんが、新型

コロナウイルス感染症に対するご質問など

区民の方々からまたいろいろなご相談とか

５類に移行した後もある可能性があると私

ども考えております。ですので、区で行っ

ている新型コロナの電話相談センターにつ

きましては、移行後もしばらくの間は継続

をしていきたいと考えているところでござ

います。 

 また、都のほうでもその電話相談センタ

ーのほう２４時間体制で行っております。

なので、例えば夜中、休日、祝日、具合が

悪くなったとき、そういったときにもすぐ

にご相談できるような体制、こういったの

は５月８日、５類以降も継続して行ってい

く予定でございます。 

（馬場委員） 

衛生部長の馬場でございます。 

 今、ご質問があったことは感染症対策課

長が答えたとおりなんですが、少し補足さ

せていただきます。東京都においては足立

保健所においても当面の間は５月８日以降

も入院調整は今行う予定というふうにされ

ています。それがいつぐらいまでかという

ところはまだ決まっておりません。私ど

も、今、国と東京都からの情報をもとにど

ういうふうに移行していくかというところ

を検討しておりますが、できれば４月に入

ったところで福祉部とも相談しながらある

程度こんな形で移行していきますというあ

たりも説明できたらというふうに考えてお

りますので、またその時期とか場所等は決

まりましたらご連絡させていただきます。 

（菱沼会長） 



よろしいですか。事業所の方々にとって

はやはり心配なところもあるかと思うの

で、はっきり次第、周知のほうをよろしく

お願いします。では、そのほかいかがでし

ょうか。よろしいですか。石渡先生、今ま

でのところでありますでしょうか。 

（石渡委員） 

すみません、ご指名いただいたので。や

はり私も保育所の不適切な支援とか虐待と

いう辺りがいろいろ問題になっているとこ

ろで、今日の資料でも虐待予防の強化月間

みたいなところについて資料ありますけれ

どもでも、これって要するに家庭内での家

族による虐待みたいなところになってくる

わけで、やっぱり保育所での虐待対応みた

いなところは国としてはきちんとしたシス

テムがないというふうに、障害児の場合な

んかも障害者虐待防止法の対象に保育所は

なっていませんし。なんか足立区としてそ

の辺り、独自の保育所の虐待防止みたいな

ところについてシステムとか対応する方法

があるのかどうか、ちょっとその辺りがも

し分かれば教えていただきたいんですが。 

（菊地子ども政策課長） 

子ども政策課長、菊地からお答えいたし

ます。 

 本日、情報連絡事項のほうにも載せさせ

ていただいておりますけれども、保育所の

指導検査実施結果ということで３６ページ

などにも情報を入れさせていただいており

ます。こちらの国の子ども支援新制度の法

に基づいた指導検査というものが求められ

ておりますので、区としても保育所の保育

の状況ですとか会計面ですとか決められた

基準に基づいて指導検査をさせていただい

ているところでございます。 

 また、それに付随して、そこで指摘され

たものが改善されているかどうかというこ

とで巡回指導ということも随時行っており

ますので、そういったところで保育の質の

担保を取らせていただいているところが１

点ございます。 

 また、区の保育所管課が主導いたしまし

て、教育・保育施設全体に向けて保育士向

けの研修なども随時行っている状況でござ

います。研修を通して、昨今発生している

不適切な保育を踏まえた子どもの人権に即

した保育の内容などについて改めて理解を

深めて各園に持ち帰っていただく等、防止

に向けて区全体として取り組んでいる状況

でございます。 

（石渡委員） 

ありがとうございます。本当に子どもの

場合は、虐待を受けたというふうな意識も

できませんし、訴えることもできないの

で、本当にその辺りは研修を通して、保育

者の意識というのをきちんと形成していた

だくというところが大事かと思いますの

で、また研修の成果などについて何か分か

ったら教えていただきたいなと思います

し、あとやっぱり国に働きかけるみたいな

ことなんかもきちんと法律の中に位置づけ

るとか、そういうところも自治体としてや

っていただくことも必要かななんて個人的

には考えています。私も都内の児童相談所

の虐待検討みたいなのに関わっているんで

すけど、本当に親から虐待を受けた場合の

子どもの心の傷というのも本当に大きいな

って思いますし、それは保育者から受けた

場合もやっぱり大きいなっていう、成長し

た方の言葉なんかを聞いても思うので。こ

の辺り、ぜひ何かきちんとした対応がこれ

からシステムを検討していただけたらとい

うようなことを思っています。すみませ

ん、少し余計なことを申し上げたかと思い

ますが、すみません。 



（菱沼会長） 

ありがとうございます。 

（長谷川委員） 

副区長の長谷川と申します。よろしくお

願いします。 

 実は、冒頭、会長のほうからＷＢＣの話

があったときに、足立区の障害ある方々が

スポーツに対してどう取り組んでいるのだ

ろうかというふうなご質問がありましたの

で、足立区の障害者のスポーツ支援につい

て少しご紹介させていただきたいと思いま

す。 

 実は、足立区は先の東京オリンピックパ

ラリンピックのときに、足立区の１つのレ

ガシー、遺産としてオランダの当時オリン

ピックパラリンピック委員会のパラアスリ

ートたちと連携事業ということで４年間オ

ランダのパラアスリートが足立区に来て、

子どもさんたちと障害を持ってもスポーツ

ができるということで様々な交流をしてま

いりました。実は、その成果として１つが

障害のある方がスポーツをしたいといった

ときに、どこでどういうスポーツをしたら

いいのかということが分からないというこ

とで、これはオランダにある窓口を模倣し

たんですけれども、スポーツコンシェルジ

ュということで、障害のある方がスポーツ

をやりたいときに相談窓口を１つ作ったと

いうことで今運用をしております。まだま

だ数が少ないですけれども、そこで障害を

持った方がスポーツにつながるきっかけが

できたということであります。 

 それからもう１つは、もう既にご承知か

と思いますけれども、総合スポーツセンタ

ーの横に少し囲ったコートができたんです

けれども、あれはオランダのヨハン・クラ

イフというサッカーの名選手の財団があり

まして、そちらから２，０００万ほどの寄

附をいただいてスペシャルクライフコート

ということで、日本で初めてなんですけれ

ども、障害者の方を優先的に使えるような

そういうコートを作ったということが１つ

あります。 

 それから、具体的に来年度は足立区の予

算として、障害者のスポーツ活動にかかる

経費の助成ということをさせていただきま

す。具体的には様々な障害でスポーツをや

っている方といろいろお話をさせていただ

いて、実際にスポーツをやっていく上で

は、例えばサッカーをやるとユニフォーム

がいるとか、それから移動に交通費がかか

るとか、例えばスポーツクラブの経費がか

かるということがあるのでそういうことが

一つ障害になりますねというお話をいただ

いたので、実は来年度、年間１万円ですけ

れども補助率２分の１、上限額補助が１万

円ということで、障害がある方がスポーツ

をやる上での経費補助もさせていただくと

いうことで、足立区はオランダと一緒にパ

ラスポーツで社会を変えようという標語の

下、様々取組をしてきましたので、障害者

スポーツについてはこれからも積極的に取

り組んでまいりたいと思っております。報

告でございます。 

（菱沼会長） 

ありがとうございます。とてもいい取組

を進めてくださっていると思うので、スポ

ーツを通して障害のある方、ない方、その

垣根を取ってつながることができたらいい

なと思います。 

 また、さっき石渡委員さんがおっしゃっ

ていた部分で、障害者施設の虐待防止につ

いての取組に以前関わってくださっていた

かと思うんですよね。そういったこともあ

るので、一方で、そういった弱い立場の人

たちが虐げられることがないように、これ



は多くの方々と共有しながら。また、その

スポーツをするとき障害がある方がスポー

ツをしようと思っても戸惑うことによって

なかなか受け入れることがためらってしま

う、みたいなことがないように、そういっ

た部分では福祉について学んだり接したり

する場面もあわせて進めていただけたらな

と思うので、どうぞよろしくお願いしま

す。ありがとうございます。そのほかいか

がでしょうか。 

（片野委員） 

足立区女性団体連合会の片野と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

 また保育園の話に戻させていただいて申

し訳ないんですが、定員抑制の話が出てき

たんですが、私としては休日保育、これは

働く女性にとっては休日保育これから大変

重要な問題になってくると思うんです。近

隣の区を調べますと、葛飾区は６か所、世

田谷区６か所、足立区３か所なんです。で

すので、私立の保育園がやはり休日保育を

行うとか、そういう努力をするというんで

すか、そういう形で働く母親たちを支えて

いただくことがこれから大変子育て環境に

おいても休日保育あるなしで居住区を選ん

でくる人が出るかもしれませんので。そう

いった部分では、公立園の取組もそうです

けれども、その辺りを検討していただきた

いと思いますので。区としては休日保育に

ついてどのようにお考えになっているのか

お聞かせいただけますと幸いです。 

（菊地子ども政策課長） 

子ども政策課長菊地からお答えいたしま

す。 

 休日保育、働き方が多様化している中で

様々働き方が変わる中で、休日働かざるを

得ない方が多くなっている状況は認識して

おります。ただ、具体的なニーズがどれぐ

らいあるかというところがまだちょっと測

りかねているところがございます。ちょう

ど来年度、子ども子育て支援事業計画とい

う計画を策定する前段階として区民の方々

を対象に保育をいろんなサービスの利用を

希望されている方向けにニーズ調査を実施

する予定となっております。その中で、休

日保育などを含めた多様な保育の必要性と

いうところを測らせていただいて、どの程

度のボリュームがあってどの程度区として

そういったサービスを提供していく必要が

あるのか確認をした上で具体的に事業計画

の中に反映させて、必要であればサービス

の拡大を検討してまいりたいと考えており

ます。 

（菱沼会長） 

よろしいですか。ありがとうございま

す。では、中村委員さん、お願いします。 

（中村輝夫委員） 

友愛クラブの中村でございます。 

 今、障害者のスポーツの件が出ていたん

ですけど、私たちは地域で健常者と障害の

ある方も一緒にイベントをやろうよという

計画をしていまして、今実行委員会を開い

ているところなんですけども。障害のある

方たちの移動に関して予算の中から出せな

いので、区が補助してくれるならば車を出

して呼んできて一緒にボッチャやりたいな

と思っているんですよ。そういうことで出

してくれるのかどうか、その辺ちょっと聞

きたいなと思っている。 

（依田委員） 

地域のちから推進部長の依田と申しま

す。 

 新年度予算計上させていただいている中

の移動の手段についてなんですけれども、

１回につき３００円お支払いをするという

ことで計上させていただいています。その



１回の移動というのは、電車ですとかバス

ですとか車に同乗させていただいたとかそ

ういった場合も１回３００円ということ

で、障害者の方から請求をしていただい

て、その方にお支払いするという仕組みで

今のところ予定をしております。 

（中村輝夫委員） 

ありがとうございました。分かりまし

た。 

 もし、車を持っている人に迎えに行って

連れてきてというような場合、ガソリン代

かなんか出してあげればもっとスムーズに

いくかなと思っているんですよ。今年の１

１月にやりたいなと思っています。今、３

回目の実行委員会まで進んできたんですけ

ど、何せ障害者の方と普段から会ってない

から。本来なら常に仲良くなっていれば一

番いいんだけど、そういう機会が少ないか

ら。今度のときだけは何とか一緒にやりた

いなと思って。去年の１１月にもやったん

です、大境公園で。そのときはスポーツ推

進委員の方にお力をいただきまして、ボッ

チャを体験したんです。そういうことがあ

りますので、これからはそういう形でいき

たいなと私は思っています。 

 それと、いいですか、高齢者孤立死のデ

ータで、８ページかな、がっくりきちゃっ

たんだよ。男性が女性の倍なんです。女性

の場合はそれだけ社会参加しているってこ

となんだろうけど、もうちょっと男性にも

出ていただきたいなと思いまして。この前

安心連絡会があったときに何か意見ないか

って言うから、発言させてもらったんで

す。それは、定年間近の人たちに教育して

くれと。部長さん、課長さん、大企業のこ

の人たちに自治会入ってください、老人会

入ってくださいって言っても、けんもほろ

ろに断られる。会社では確かに部長さんで

あり、課長さんでしょうけど、地域に帰る

と何々さんなんです。その辺のあれをしな

いと、いつまで経ってもこの問題は解決し

ないと私は思っているんですよ。そういう

ことで男性も地域にどんどん入ってきてい

ただきたいという発言をさせていただきま

した。それ言ったら、そのとおりだねなん

て声もいただきましたんで、ある程度は心

強く思っているんです。語弊があったら申

し訳ありません。 

（菱沼会長） 

ご意見ありがとうございます。１つは、

高齢者、地域の方々と交流というのはとて

もいい機会なのでぜひサポートのほうをよ

ろしくお願いします。 

 あと孤立死、男性のところなんですけれ

ども、データを見てみると配偶者と死別や

離別をした方々の孤独死って結構多いんで

す。結局なかなか自分のしんどい気持ちを

話せない人たちがいて、居場所で楽しく過

ごすということができない人たちもいたり

するので。居場所に来てもらうに加えて、

居場所に来られない人たちに対する訪問活

動、アウトリーチって言いますけれども、

どう声掛けしていけるのか、または気にか

けていけるのかという両面から取組進めて

いただけたらなと思っています。 

 足立区のいいところは、自治会さんがど

れくらいいるだろうかということで全数調

査されているんですよね、一人暮らしの方

とか。こういったことは他の区ではなかな

か見られないことなので、そこの調査でと

どまらずに、例えば配偶者を亡くした方は

どうなんだろうか、それに対する声掛けは

どうなんだろうか、取組考えていただけた

らなと思うのでよろしくお願いします。大

事なところありがとうございました。 

 そのほかはいかがですか。よろしいでし



ょうか。概ね９０分ほど経ちますのでよろ

しければ今日はこれで終わりにしたいと思

います。 

 それでは、皆さんありがとうございまし

た。事務局にお返しします。 

（近藤福祉管理課長） 

 本日は長時間にわたりご審議いただきま

してありがとうございました。次回の協議

会は令和５年７月２６日水曜日、午後２時

から予定しております。詳細は決まりまし

たらお知らせいたします。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして本日の足立

区地域保健福祉推進協議会を終了いたしま

す。皆様、どうもありがとうございまし

た。 

 

午後３時３１分閉会 

 

 


